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琉球列島産のツェンナーガニ属 ( 新称 ) 
( 甲殻亜門 : 十脚目 : 短尾下目 : ケブカガニ科 ) について

前之園唯史
〒 901-2111 沖縄県浦添市経塚 1-4-5 102 株式会社かんきょう社 (maenosono@kankyo-sha.co.jp)

要旨 . 沖縄諸島の沿岸域からツェンナーガニ
属 ( 新 称 ) Zehntneriana Ng & Takeda, 2010 の 3
種 [ アシナガツェンナーガニ ( 改称 ) Z. miyakei 
(Takeda, 1972), オガサワラツェンナーガニ Z. 
novaeinsulicola (Takeda & Kurata, 1977), ビ ロ ー
ドツェンナーガニ Z. tadafumii Lee, Kim & Ng, 
2015] の標本を採集した . これら 3 種のうち , ア
シナガツェンナーガニは沖縄島からの初記録で
あり , オガサワラツェンナーガニは琉球列島か
ら初記録である . 本稿ではこれら 3 種に加えて , 
琉球列島からの採集記録もあるアマクサツェン
ナーガニ Z. amakusae (Takeda & Miyake, 1969) を
含めた計 4 種について , 分布記録 , 生息環境お
よびこれまでに提唱された和名についての情報
を整理した . さらに , Z. serrata Ng & Lin, 2015
も加えた日本 ･ 台湾産のツェンナーガニ属 5 種
の検索表も与えた .

はじめに

Takeda (1972) は Ceratoplax villosa Zehntner, 1894 
( タイプ産地 : アンボン島 ) をタイプ種として
Zehntneria Takeda, 1972 を創設し , この新属に同
論文で記載された Z. miyakei Takeda, 1972 ( タイ
プ産地 : パラオ諸島 ) および Litocheira amakusae 
Takeda & Miyake, 1969 ( タイプ産地 : 天草諸島 ) 
を含めた . その後 , Z. novaeinsulicola Takeda & 
Kurata, 1977 ( タイプ産地 : 小笠原諸島の西之島 ) 
が加わり本属は 4 種となった (Ng 1987; Ng et al. 
2008). Ng & Takeda (2010) は , Zehntneria Takeda, 
1972 が Zehntneria Brunner von Wattenwyl, 1907 
( 昆虫綱 : ナナフシ目 : トビナナフシ科 ) の新参
同名であることを指摘し , Takeda (1972) が創設
した属に対して Zehntneriana Ng & Takeda, 2010
の置換名を与えた . 

その後 , Z. serrata Ng & Lin, 2015 ( タイプ産
地 : 台 湾 ) と Z. tadafumii Lee, Kim & Ng, 2015 
( タイプ産地 : 沖縄島 ) が相次いで記載され , 
本属は 6 種となった . なお , Türkay (1975) は
L. amakusae をオキナガニ属 Heteropilumnus De 
Man, 1895 と扱い , 山口ら (1987) は Carcinoplax 
setosus A. Milne-Edwards, 1873 を Zehntneria と扱
ったが , 現在では前者は Zehntneriana ( 例えば , 

Ng & Takeda 2010; Lee et al. 2011; Ng & Lin 2015; 
Lee et al. 2015; 吉崎 2018; 町田 2018), 後者はオ
キナガニ属 ( 例えば , Balss 1933; Ng 1987; Ng et 
al. 2008) に帰属させるのが一般的である . 

日 本 沿 岸 か ら こ れ ま に 記 録 さ れ て い る
Zehntneriana の 種 は , Z. amakusae, Z. miyakei, Z. 
novaeinsulicola および Z. tadafumii の 4 種である
が (Takeda & Miyake 1969; Takeda & Kurata 1977; 
Takeda 1989; Lee et al. 2015), 何れの種も採集記
録が少なく , 分布や生息環境などの基礎的な情
報が不足している . 

近年 , 著者は沖縄諸島において甲殻類相調査
を進めているが , その過程において Zehntneriana
に属する 3 種 (Z. miyakei, Z. novaeinsulicola およ
び Z. tadafumii) の標本が得られた . 本稿ではこ
れら 3 種に加えて , 本研究で標本を得られなか
ったが , 琉球列島からも記録のある Z. amakusae
も含めた計 4 種について , 分布記録や生息環境
の情報をまとめ , さらに各種の和名の整理も行
った .

標本の大きさは甲長 × 甲幅で示した . 本研究
で使用した標本は , 75% エタノール液浸標本と
して琉球大学博物館 ( 風樹館 ) (RUMF: Ryukyu 
University Museum, Fujukan) に収蔵されている . 

結果と考察

Pilumnidae Samouelle, 1819
ケブカガニ科
Zehntneriana Ng & Takeda, 2010
ツェンナーガニ属 ( 新称 )

備考 . Zehntneriana は現在 , ケブカガニ科のメク
ラガニ亜科 Rhizopinae Stimpson, 1858 に置かれ
ている (Ng 1987; Ng et al. 2008; Ng & Lin 2015; 
Lee et al. 2015) ( メクラガニ亜科を科に昇格させ
る見解もある : Guinot et al. 2013). しかし本属は , 
短尾下目 ( カニ類 ) の分類において重要視され
る胸部腹甲の形質状態がタイプ種とその他の種
で異なること (Lee et al. 2015), ケブカガニ科の
分類で重要視される第 3 顎脚長節の形質状態が
異なる種が含まれていること (Lee et al. 2015), 
形態的に類似するいくつかの属との識別点が明
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確ではないこと (Ng 1987; Lee et al. 2015) など
から , 単系統性に疑問が持たれる属である . さ
らに , 本属が置かれているメクラガニ亜科自体
も構成属の再検討が必要とされているため (Ng 
1987; Guinot et al. 2013), 属の位置付けも暫定的
なグループであるといえる . 

和名 . これまで Zehntneria Takeda, 1972 およ
び Zehntneriana Ng & Takeda, 2010 に充てられた
和名はない . 本属に含まれる種は , 和名に「ツ
ェンナーガニ」という名称を含んでいるため , 
Zehntneriana に対し「ツェンナーガニ属」の標
準和名を提唱する .

Zehntneriana amakusae (Takeda & Miyake, 1969)
アマクサツェンナーガニ

Litocheira amakusae Takeda & Miyake, 1969: 10, 
fig. 1.

Zehntneria amakusae — Takeda 1972: 35; 三 宅 ･
武田 1978: 42; 三宅 1983: 222; 山口ら 1987: 
22, pl. 10 (fig. 4); Ng 1987: 78, 99; 武田 ･ 丸村 
1995: 3, pl. 1 (fig. 6); 酒井 2003: 30; 丸村 ･ 小
阪 2003: 62; Ng et al. 2008: 144.

Heteropilumnus amakusae — Türkay 1975: 126, 
128, 129.

Litocheira amakusae “probably to the genus 
Typhlocarcinus” — Sakai 1976: 535.

Zehntneriana amakusae — Ng & Takeda 2010: 49; 
Lee et al. 2011: 193, figs. 3, 4; Ko & Lee 2012: 4, 
30, pl. 11A; Ng & Lin 2015: 264, fig. 4A–E; Lee 
et al. 2015: 987; 吉崎 2018: 31, 73, 175, 183; 町
田 2018: 117, 122, 口絵 12.

Pseudolitochira integra — 町田 2017: 53, figs. 2, 3 
[Not Pseudolitochira integra (Miers, 1884)].

備考 . 町田 (2017) によって報告された高知県
産のヨコナガオキナガニ Pseudolitochira integra 
(Miers, 1884) は , アマクサツェンナーガニの誤
りである ( 前之園 2019; 町田 , 私信 ).

分布 . 本種はこれまで , 紀伊半島 ( 武田 ･ 丸
村 1995; 丸村 ･ 小阪 2003), 高知県 ( 町田 2017), 
天草諸島 ( タイプ産地 ) (Takeda & Miyake 1969; 
吉崎 2018), 奄美諸島加計呂麻島 (Ng & Lin 2015) 
および韓国の済州島 (Lee et al. 2011; Ng & Lin 
2015; Lee et al. 2015) から記録されている ( 同一
標本による記録およびリストのみの記録を除
く ). なお , 町田 (2018) は本種の分布域に兵庫県
と沖縄県を含めているが , 記録の根拠が示され
ていない . 著者の町田氏によれば , 兵庫県から
の記録はインターネット上の情報 , 沖縄県から
の記録は誤りであった ( 町田 , 私信 ).

生息環境 . 本種は , 比較的深い水深で採集

されることが多いが [ 最深は武田 ･ 丸村 (1995) 
の水深 80–100 m], 転石海岸 ･ 潮溜まり ( 吉崎 
2018: 28) や潮間帯 ( 町田 2017) にも生息してい
る . 町田 (2018) は本種の生息環境を「礫質の潮
間帯の中部から下部にかけて生息するが , 泥質
の基質に礫が埋まったような場所で発見され
る . また , 大型の礫や岩の近くで発見されるこ
とが多い」と記している .

和名 . 酒井 (2003) は本種に対して「アマクサ
クシハガニ」の和名を与えたが , それ以前に武
田 ･ 丸村 (1995) が「アマクサツェンナーガニ」
の和名を与えており , 丸村 ･ 小阪 (2003), 吉崎 
(2018) および町田 (2018) でも「アマクサツェン
ナーガニ」の和名が使用されているため , 本稿
でも武田 ･ 丸村 (1995) の和名を使用した .

Zehntneriana miyakei (Takeda, 1972)
アシナガツェンナーガニ ( 改称 )
( 図 1A, B)

Zehntneria miyakei Takeda, 1972: 37, figs. 2, 3; 
Takeda & Shimazaki 1974: 63; Ng 1987: 78, 99; 
Takeda 1989: 175, 179; 酒井 2003: 30; Ng et al. 
2008: 144.

Zehntneriana miyakei — Ng & Takeda 2010: 49; Ng 
& Lin 2015: 264, fig. 5; Lee et al. 2015: 987.

検討標本 . RUMF-ZC-5426, 沖縄島中城村浜漁港 , 
2018 年 1 月 5 日 , 1 幼若 (1.8 × 2.5 mm), 前之園
唯史採集 ; RUMF-ZC-5427, 沖縄島中城村浜漁港 , 
2018 年 3 月 2 日 , 1 雄 (3.0 × 4.2 mm), 前之園唯
史採集 ; RUMF-ZC-5428, 沖縄島中城村浜漁港 , 
2018 年 11 月 10 日 , 1 雄 (2.7 × 3.8 mm), 1 雌 (2.4 
× 3.4 mm), 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5429, 沖
縄島中城村浜漁港 , 2018 年 11 月 25 日 , 1 雌 (3.0 
× 4.3 mm), 前之園唯史採集 . 

備 考 . 検 討 標 本 の 形 態 的 特 徴 は , Takeda 
(1972) および Ng & Lin (2015) で示されている
Zehntneriana miyakei の記載や図に概ね一致した
が , 甲の前側縁の歯と歩脚の長節前縁に若干の
相違がみられた . 検討標本中の小型の個体では , 
眼窩外歯と前鰓歯が先行研究で図示されたもの
よりも尖っており , 歩脚の長節前縁の鋸歯もよ
り明瞭であった . しかしながらこれらの相違は , 
検討標本 5 個体のなかでも小型の個体でより顕
著にみられ , より大型の個体ほど先行研究の図
に近付くため , 成長に伴う変異であると判断し
た . 

分布 . 本種はこれまで , パラオ諸島 ( タイプ
産地 ) (Takeda 1972) および奄美諸島の大島海峡 
(Takeda 1989) から記録されている ( 同一標本に
よる記録を除く ). 本研究により本種が沖縄島に
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も分布していることが明らかとなった .
生息環境 . すべての検討標本は , 潮間帯下部

から潮下帯 ( 水深 3 m 以浅 ) の転石の下より採
集された . 本種が採集された転石下の底質は砂
泥であった . なお , Takeda (1989) は水深 30–45 m
から本種を採集している .

和 名 . 酒 井 (2003) は Zehntneria miyakei に
対して「サダヨシクシハガニ」の和名を与え
た . しかしながら , これまで本種が「クシハガ
ニ属」の和名で呼ばれる属 ( 以前は Ceratoplax 
Stimpson, 1858, 現在は Cryptolutea Ward, 1936 を
指す ) に置かれたことはなく ( 本種の異名リス
ト参照 ), 一方 , 「クシハガニ」の和名で呼ばれる
種 [= Cr. sagamiensis (Sakai, 1935)] が Zehntneria 
Takeda, 1972 ま た は Zehntneriana Ng & Takeda 

2010 に置かれたこともない (Ceratoplax に帰属 : 
Sakai 1935, 1939, 1965, 1976; Serène 1968; Serène 
& Lohavanijaya 1973; 池 田 1981; 三 宅 1983; 村
岡 1998; 武 田 ら 2000; 武 田 ･ 上 島 2002; 酒 井 
2003; 武田ら 2011. Serratocoxa Ng, 1987 に帰属 : 
Ng 1987. Cryptolutea に 帰 属 : Ng & Davie 1991; 
Davie & Humpherys 1997; Ng & Huang 2002; 丸
村 ･ 小阪 2003; Yeo et al. 2004; 池田 ･ 武田 2006; 
武田ら 2006; Ng et al. 2008; Ng et al. 2017). この
ように酒井 (2003) による和名からは , 本種の分
類学的な位置を理解することが難しいため , 本
稿ではこれに替わる標準和名として , 本種の特
徴 ( 歩脚が長い ) に因んだ「アシナガツェンナー
ガニ」を提唱する . 標準和名の基準となる標本
には本研究の検討標本 (RUMF-ZC-5429, 雌 , 3.0 

図1. 沖縄諸島で採集されたツェンナーガニ属 (新称) の3種. A, B, アシナガツェンナーガニ (改称) (雌, 3.0 × 4.3 
mm, RUMF-ZC-5429); C, D, オガサワラツェンナーガニ (雌, 2.9 × 4.7 mm, RUMF-ZC-5421); E, F, ビロードツェ
ンナーガニ (雄, 4.6 × 6.8 mm, RUMF-ZC-5226). A, C, E, 全体 (生時の色彩), 背面; B, D, F, 甲と鉗脚, 背面.
Fig. 1. Three Zehntneriana species collected from the Okinawa Island Group. A, B, Zehntneriana miyakei (Takeda, 
1972) (female, 3.0 × 4.3 mm, RUMF-ZC-5429); C, D, Zehntneriana novaeinsulicola (Takeda & Kurata, 1977) (fema
le, 2.9 × 4.7 mm, RUMF-ZC-5421); E, F, Zehntneriana tadafumii Lee, Kim & Ng, 2015 (male, 4.6 × 6.8 mm, RUMF-
ZC-5226). A, C, E, entire animal (live colouration), dorsal view; B, D, F, carapace and chelipeds, dorsal view.
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× 4.3 mm) を指定する . なお , これまで「サダヨ
シクシハガニ」の和名は酒井 (2003) 以外では使
われていないこと , 酒井 (2003) は和名を与えた
標本を指定していないことから , 改称による混
乱は少ないと判断される . 

Zehntneriana novaeinsulicola (Takeda & Kurata, 
1977)
オガサワラツェンナーガニ
( 図 1C, D)

Zehntneria novaeinsulicola Takeda & Kurata, 1977: 
95, figs. 3, 4; 武 田 ･ 倉 田 1979: fig. 7a; 三 宅 
1983: 222; Ng 1987: 78, 99; 酒井 2003: 30; 丸
村 ･ 小阪 2003: 62; Ng et al. 2008: 144.

Zehntneriana novaeinsulicola — Ng & Takeda 2010: 
49; Komatsu 2011: 274; Ng & Lin 2015: 264, fig. 
4F–I; Lee et al. 2015: 987.

検討標本 . RUMF-ZC-5424, 1 雌 (2.0 × 3.1 mm), 
沖縄島国頭村辺野喜 , 2010 年 5 月 15 日 , 前之園
唯史採集 ; RUMF-ZC-5422, 1 雌 (2.9 × 4.5 mm), 
沖縄諸島本部町瀬底島 , 2009 年 6 月 6 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5423, 1 雄 (2.6 × 4.1 
mm), 沖縄諸島本部町瀬底島 , 2010 年 5 月 11 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5420, 1 雌 (2.3 × 3.5 
mm), 沖縄島浦添市西洲 , 2010 年 3 月 3 日 , 前
之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5421, 1 雌 (2.9 × 4.7 
mm), 沖縄島浦添市伊奈武瀬 , 2009 年 12 月 2 日 , 
前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5425, 1 雌 (3.1 × 5.3 
mm), 沖縄諸島糸満市岡波島 , 2010 年 5 月 5 日 , 
前之園唯史採集 . 

備考 . 検討標本の形態的特徴は , Takeda & 
Kurata (1977) および Ng & Lin (2015) で示されて
いる Zehntneriana novaeinsulicola の記載や図に
概ね一致したが , Z. miyakei と同様に小型個体で
は前鰓歯がより尖る傾向がみられた . 

分布 . 本種はこれまで , 和歌山県の潮岬 ( 丸
村 ･ 小阪 2003) および小笠原諸島の西之島 ( タ
イプ産地 ) (Takeda & Kurata 1977) から記録され
ていた ( 同一標本による記録およびリストのみ
の記録を除く ). 本研究により本種が琉球列島 
( 沖縄島 , 瀬底島 , 岡波島 ) にも分布しているこ
とが明らかとなった .

生息環境 . すべての検討標本は , 礁池内 ( 水
深 3 m 以浅 ) の転石または死サンゴ塊の下より
採集された . 何れの採集地点も潮通しの良い場
所であり , 底質はサンゴ砂やサンゴ礫であった . 
なお , 丸村 ･ 小阪 (2003) は水深 60–80 m から本
種を採集している .

和名 . 酒井 (2003) は本種に対して「ニイジマ
クシハガニ」の和名を与え , 丸村 ･ 小阪 (2003) 

は「オガサワラツェンナーガニ」の和名を与え
た . 両文献の公表年月は , 酒井 (2003) が 2003 年
8 月 , 丸村 ･ 小阪 (2003) が同年の 12 月であり , 
酒井 (2003) の和名が先に提唱されている . しか
しながら , 本種のタイプ産地は小笠原諸島の西
之島 [ 当時の名称は西之島新島 ( しんとう )] で
あり , 酒井 (2003) の和名では伊豆諸島の新島 
( にいじま ) と混同する可能性があること , 「ク
シハガニ」を含む名称は本種の帰属が分かり難
いこと ( アシナガツェンナーガニの和名の項を
参照 ) から , 本稿では丸村 ･ 小阪 (2003) の和名
を使用した . 

Zehntneriana tadafumii Lee, Kim & Ng, 2015
ビロードツェンナーガニ
( 図 1E, F)

Zehntneria villosa — Takeda 1972: 35, fig. 1; 三宅 
1983: 221; 永井 ･ 野村 1988: 112; 酒井 2003: 
30; 丸村 ･ 小坂 2003: 62; 成瀬 2010: 32 [Not 
Zehntneria villosa (Zehntner, 1894)].

Zehntneria sp. — 山口ら 1987: pl. 10 (fig. 5).
Zehtneriana aff. villosa — Ng & Lin 2015: 264 [Not 

Zehtneriana villosa (Zehntner, 1894)].
Zehntneriana tadafumii Lee, Kim & Ng, 2015: 986, 

figs. 4–6; 吉崎 2018: 31, 74, 174.

検討標本 . RUMF-ZC-5229, 1 雄 (2.9 × 4.3 mm), 
3 雌 (2.9 × 4.2, 3.0 × 4.5, 3.8 × 5.8 mm), 沖縄島国
頭村辺野喜 , 2010 年 4 月 19 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-5224, 1 雄 (4.1 × 5.9 mm), 沖縄島
国頭村辺野喜 , 2016 年 5 月 7 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-5226, 1 雄 (4.6 × 6.8 mm), 沖縄島
中城村浜漁港 , 2017 年 3 月 31 日 , 前之園唯史採
集 ; RUMF-ZC-5228, 1 雌 (2.9 × 4.3 mm), 沖縄島
浦添市港川 , 2009 年 3 月 28 日 , 前之園唯史採集 ; 
RUMF-ZC-5227, 1 雄 (2.7 × 3.8 mm), 1 雌 (3.1 × 
4.5 mm), 沖縄島南城市知念岬近く , 2008 年 2 月
15 日 , 前之園唯史採集 [ 成瀬 (2010) の RUMF-
ZC-970 と同一データ , 別個体 ]; RUMF-ZC-5230, 
3 雄 (3.0 × 4.3, 3.2 × 4.7, 3.8 × 5.4 mm), 5 雌 (3.0 × 
4.4, 3.2 × 4.8, 3.3 × 4.9, 3.5 × 5.3, 4.2 × 6.2 mm), 沖
縄島糸満市北名城 , 2009 年 4 月 27 日 , 前之園
唯史採集 ; RUMF-ZC-5225, 1 雄 (4.0 × 6.0 mm), 1
雌 (4.4 × 6.3 mm), 沖縄島糸満市北名城 , 2010 年
2 月 27 日 , 前之園唯史採集 ; RUMF-ZC-5419, 2
雄 (3.3 × 4.6, 3.4 × 4.8 mm), 沖縄島糸満市北名城 , 
2018 年 8 月 9 日 , 前之園唯史採集 .

備 考 . Takeda (1972) は , Zehntneria Takeda, 
1972 を創設した論文において , 沖縄島 , 久米島
および石垣島から Z. villosa (Zehntner, 1894) を
報告した . その後 Lee et al. (2015) は , 沖縄島と
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紀伊半島から採集された “Z. villosa” の標本と
Zehntner (1894) のホロタイプ ( タイプ産地 : ア
ンボン島 ) は異なる種であることを見出し , 日
本産の種を Z. tadafumii Lee, Kim & Ng, 2015 と
して新種記載した . 

Lee et al. (2015) で示された Z. tadafumii の異
名リストには Takeda (1972) のみが掲載されて
いるが , 日本産の Z. villosa を扱った永井 ･ 野村 
(1988), 丸村 ･ 小坂 (2003) および成瀬 (2010) の
標本や写真も Z. tadafumii であると考えられる . 
また , 標本を直接扱っていないが , 三宅 (1983) 
および酒井 (2003) は日本産のカニ類を示したリ
ストであるため , これら両文献の Z. villosa につ
いても , Z. tadafumii のことを指していると判断
される . 

山口ら (1987: pl. 10-fig. 5) で示された天草諸
島産の Zehntneria sp. の写真は , 甲の背面が短い
剛毛で一様に覆われ , 歩脚が比較的短いことか
ら , この種も Z. tadafumii であろう .

分布 . 本種は , 紀伊半島 ( 丸村 ･ 小阪 2003; 
Lee et al. 2015), 天草諸島 ( 山口ら 1987; 吉崎 
2018), 沖縄島 ( タイプ産地 ) (Takeda 1972; 成
瀬 2010; Lee et al. 2015; 本研究 ), 久米島 (Takeda 
1972) および石垣島 (Takeda 1972) に分布する 
( 同一標本による記録およびリストのみの記録
を除く ). 

生息環境 . すべての検討標本は , 潮間帯 ( 主
に上部 ) の転石の下より採集された . 本種が採
集される場所の底質には , 多少の泥が含まれ
ている場合が多い . なお , 先行研究で記されて
いる本種の生息環境は , 岩礁海岸 ( 永井 ･ 野村 
1988), 潮間帯 ( 丸村 ･ 小阪 2003), 転石海岸 ･ 潮
溜まり ( 吉崎 2018: 28) である . 

和名 . Zehntneriana tadafumii ( 従来の日本産 Z. 
villosa を含む ) の和名は , 永井 ･ 野村 (1988), 丸
村 ･ 小阪 (2003), 成瀬 (2010) および吉崎 (2018) 
では「ビロードツェンナーガニ」, 酒井 (2003) 
では「ビロードツエントナーガニ」とされた . 
この 2 つの和名のうち , 「ビロードツェンナーガ
ニ」の方が先に提唱された和名であること , 酒
井 (2003) の和名は同文献以外で使用されていな
いことから , 本稿でも「ビロードツェンナーガ
ニ」の和名を使用した .

日本および台湾産のツェンナーガニ属の検索表

これまでに日本から記録のあるツェンナーガニ
属の 4 種に加え , 台湾から記載され地理的に隣
接する琉球列島でも発見される可能性がある Z. 
serrata Ng & Lin, 2015 を含めた 5 種の検索表を
以下に示す . 

1. 甲の背面は , 全域が短い剛毛で覆われベルベ
ット状を呈す . 第 3 顎脚の長節の前 ･ 外側
角は強く突出する . 掌部の外面は , 大部分が
短い剛毛で覆われる . 歩脚は比較的短い . 歩
脚の長節は , 短い剛毛で覆われ , それに混ざ
って長い剛毛も生える . 歩脚長節の前縁は
完縁である …… ビロードツェンナーガニ Z. 
tadafumii

–. 甲の背面は , 全域がほぼ無毛 , または額域か
ら甲の前側縁にかけてのみ剛毛を具える . 第
3 顎脚の長節の前 ･ 外側角は , 角を形成する
が突出しない , または弱く突出する . 掌部の
外面はほぼ無毛である . 歩脚は比較的長い , 
または非常に長い . 歩脚の長節は , 大部分が
無毛であり , 前縁または前 ･ 後縁に長い剛毛
が疎らに生える . 歩脚長節の前縁は多少とも
鋸歯状になる ……2

2. 甲の前側縁は多数の小歯が並んだ鋸歯状を呈
し , その途中に幅広い U 字型の切れ込みを 1
つ具える . 第 3 顎脚の長節の前 ･ 外側角は弱
く突出する ……Z. serrata

–. 甲の前側縁は鋸歯状にならず , 鈍角または鋭
角のV字型の切れ込みを2または3つ具える . 
第 3 顎脚の長節の前 ･ 外側角は , 角を形成す
るが突出しない ……3

3. 甲の背面は , 全域がほぼ無毛である . 雄の第 1
腹肢の先端部は緩やかに曲がる …… オガサ
ワラツェンナーガニ Z. novaeinsulicola

–. 甲の背面は , 額域から甲の前側縁にかけて多
少の剛毛を具える . 雄の第 1 腹肢の先端部は
強く曲がる ……4

4. 額域から甲の前側域にかけて剛毛が密生する
が , 後続の無毛部分との境界は明瞭である . 
歩脚は比較的長いが , 次種と比較すると短い
…… アマクサツェンナーガニ Z. amakusae

–. 額域から甲の前側域にかけて剛毛を具える
が , 疎らであり , 後続の無毛部分との境界は
不明瞭である . 歩脚は非常に長い …… アシ
ナガツェンナーガニ Z. miyakei
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On species of Zehntneriana Ng & Takeda, 
2010 (Crustacea: Decapoda: Brachyura: 
Pilumnidae) from the Ryukyu Islands, 
southern Japan

Tadafumi Maenosono
Kankyosha, 1-4-5 102 Kyozuka, Urasoe, Okinawa 
901-2111, Japan (maenosono@kankyo-sha.co.jp) 

Abstract. Three species of the pilumnid genus, 
Zehntneriana Ng & Takeda, 2010, viz. Z. miyakei 
(Takeda, 1972), Z. novaeinsulicola (Takeda & 
Kurata, 1977), Z. tadafumii Lee, Kim & Ng, 2015, 
were collected from the Okinawa Island Group, 
central Ryukyus, Japan. Zehntneriana miyakei and 
Z. novaeinsulicola are recorded for the first time 
from Okinawa Island and the Ryukyu Islands, 
respectively. Distributional records, habitats and 
standard Japanese names of the above three species 
and Z. amakusae (Takeda & Miyake, 1969) are 
summarized. An identification key to the five species 
of Zehntneriana in the Japan and Taiwan is also 
provided.
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